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台
風
と
は
時計
の
針
と
反
対方
向
の
大
ど
 
風
雨
が
強
い
の
で
す
。
 

き
な
空
気
のう
ず
巻
きで
す
．
 

た
だ
台
風の
中
心
の
わず
か
な
範
囲
だ

直
経
五O
O
キ
ロ
メ
ー
トル
ぐ
ら
いの
け
、
風
雨
の
み
られ
な
い
部分
が
あ
り

も
の
か
ら
、「
五
〇
〇
キロ
メ
ー
トル
 
こ
れ
を台
風
の
目と
よ
ん
で
い
ま
す
。
 

ぐ
ら
い
の
も
の
まで
あ
りま
す
。、
 
台
風
の
中
心
の気
圧
は
九
兵
）
ミ
リバ

こ
の
よ
っ
な
空
気
のう
ず
巻
き
ガ
な
ぜ
ー
ル以
上
で
、
台
風
の中
心
が
近
くを

で
き
る
かと
い
うと
、
台
風
の中
心
は
通
る
よ
う
な
地方
で
は
、猛
烈
な暴
風

岡
囲
に
く
ら
べ
て
気
圧
が
い
ち
じる
し
雨
に
襲わ
れ
る
お
そ
れ
が
あり
ま
す
。
 

く
低
いた
め
に
、
周
囲
か
ら中
心
に
向
台
風
の
進
路を
正
確
に
予
報
す
るの
は

か
つ
て
空
気
が
流
れ
こむ
か
らで
す
．
 む
ず
か
しい
と
のこ
と
で
す
か
ら
、
台

こ
の
場
合
、地
球
の自
転
の影
響
をう
 
風
情
報
に
よ
く
注
意
し

て
、
被
害
を
少

け
て
、う
ず
と
な
り
ま
す
、
台
風
の中
 
な
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

心
に
向
かつ
て
周囲
か
らふ
き
こ
ん
で
（
 

き
た
空
気は
、
中
心
に
近
いと
こ
ろ
で
 

う
ず
をま
き
な
が
ら吹
言
が
る
こ
と
 

写真上から完成した乾 

橋修抜式市長祝詞 テ 

ープを切る横山副知事 

所 川 鳳 主
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欝
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編
 

轟
襲
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?（
範競
遊
 鷲麟鷺 

ー
プ
を機
山
副
知事
の
手
で
き
b
れ
、
 柏
原
町
よ
り
繰
り
出
し
た
威
勢
のょ
い
箭
を
つ
く
り
、
一
般
来
賢
、新
町
町
よ
ん
が
ら
んぼ
を
肺
りな
が
ら
渡
つて
 

A
K
玉
よ
り
十
徹
羽
の
鳩
が飛
び
、用
子
ど
も
み
こ
し
、貴
資
、
工
事
請
負
者
内
会
の山
車
に
つづ
き
市
内
浅
井
、西
正
午
、
盛
況
の
うち
に
乾柵
完
成
の渡

意
さ
れ
た
五
百
個
の
風
船
が大
空
に舞
 
のあ
と
柏
村
鷺坂
、
鶴
賀
嘉
吉
さ
ん
、
 郡
木
造
町
想
岡
の
獅
子
舞
、
五
所
川
原
り
初
め
が
終
了
し
ま
し
た
。
 

い
あ
が
つた
。
 

市
内
稲
実
、菊
地
平
吉
さ
ん
の三
夫
婦
中
、
西
郡
柏
中
の
プ
ラ
ス
パ
ン
ド
、最
 
写
真
…
上
か
ら
三夫
婦
波
り
初
め
、
 

同
時
に
狙田
琴
（天
狗
）
を先
頭
に
神
延
A
百
米
に
お
よ
ぶ
未
広
町
の子
苦
後

に
束
ロ
よ
り
五
所川
原
婦
人会
、
西
 
北
谷
君
の
慰霊
祭
へ登
山
ば
や
し
、
 

官
が
つづ
き
．平
和
町
、
新
町
、田
町
お
山
参
拝
が登
山
ぱ
や
しに
合
わ
せ
て
 口
よ
り
小曲
婦
人
会
が
、五
所
川
原
じ
 
ブラ
ス
パン
ド行
進
 

橋
の
き
つ
かけ
と
な
つた
象
引
担
）
新
乾
橋
架
替工
事
が恰
た
く
竣工
所
が
主噌
て
乾
柵
架科
期成
同唯

准
と
い
わ
れ●
岩木
川に
映
えに
で
濡
博
一
ー
ー
ー
ー
？

町
、蓉

鉄
か君
（当
m剃
ふ

鷺
し

肇
港

准
、
当
地
方誕
の

会
かm州
織
して
県
、国
に
対
し運
動
西
北
の誇
喝
漕
ま
す
、
由
来
部
こゆ
無
に
隣
憐

ゆ
湯
濯

（
 

心
対
し
鉄
加議

母
右
っ
郵
舞
？
た
め

誠
に
慶賀
に
た
えな
いと
こ
ろ
を
は
じ
めた
の
であ
りま
す
。
 
市
の
形
成は
川
薪
す
るこ
と
にょ

唯
宝
『
奥
津
浦
嘱
潔
「
 

知
成
し
か春
剖

勲
匙

劃
か
（

に
罵
睦
環

瑠

湾
に
旧
な
か
で
血
一
和
精
一袋
土
●
そ
の
つ
て
博
、

川
の
あ
ると
こ
ろ橋
の
要
、
墜
湾
喉
謬
環
（
 

警

て
メ
剰
彩

乏
」
ーー

l
 
「
 
乾
橋は
署
五
年
西
北
両
郡
を
結
ぷ
 先
鋒
を
担は
わ
れて
政
府
に
働き
か
 の
果
す
母割
は
す
こ
ぷ
る大
き
いこ
 
さ凄
工
事
●
進
め
ら
れた
濠
磨
 

修
被
式
は
定
知
か
影
分
おく
れ
て
「世
の
幹曙
と
して
溝
ら
れ
た
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mゃ監
済
浅
湾
暁
像
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諏
献
製
身

じ
翫
紺
雰

（
も
ので
、●
時は
県内
の
名●
と
し
 以
丸
「
喝
』
元
」
攻
を
況
し

て
 

万
●
に
深
甚
鷹
准
滴

m渓
（
 

熱
難
え

知
熱
観

馴
か
（
て
有名
『あ
りま
准
博
時
代
の

J
'lf
ー
上
ーノ

l
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山
一
併准
電
蹴
地
元
准
需

難
紹
拍
‘玉
和響
何

馴
湯
進

罷
結
壕
環
関
の
磯
 
五
所

川
原
市
長

山
内
久
三
郎
 

m縛
浮
」
播
紀
「
繰
沼
 

騒
需
競
鷲
灘
識
識
器
黙
婆
饗
鷲
剥
難
狩
灘
灘
難
一
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線
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淫
湾
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郵
難
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劃
影
如
彰
勲
馴
疑
勧
、

郵
翫
割
郵
，影
町
馴
訊

事
」
ー
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名
扱
の
祝
詞
が
あ
つ
て
式
を
終
り
渡り
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死
亡
な
ど
も起
つ
て
、
こ
れ
が
架
再
 
全長
三
百四
十
大米
、
巾
員
八
米
の
 
海
産物
の
輸
送
の
大動
脈
で
あ
り
、
 

w
 

初
め
が
お
こ
な
われ
た
。
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M
 え
を
要
望す
る
声
が
ほ
う
はい
と
し
 
一等
級
の橋
が
こ
こ
に
完
成
し
た
こ
 交
通
運
輪に
も
た
ら
す
恩恵
利
便は
 

m
 

渡
り
初
め
は花
火
の合
図
と
とも
に
東
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ノm
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市
民
の
間
に
起
つた
の
で
あ
り
ま
 
と
は
わ
れわ
れ
地
元
民
の
大
き
な
喜
 
は
かり
し
れ
ぬ
も
の
が凸
る
と
確
信
 

m
 

ロ
（
寺町
側
）
に張
ら
れ
た
紅
白
の
テ
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切
 

市の 人 口 

(6月末現任） 

総人ロ 500卯 

男 	24'2糾 

女 	25、796 
世帯数 	9 '974  

盛
大

に
竣
工
式
終
ろ
 

一一
天
婦
は
菊
地

・
鶴賀
両
家
 

同
日
は
修
被
式に
さ
亮
ち昭
和
三
十一
犀八
月
十八
日
契旧
乾
柵と
鳴
足

は
さま
れ
て死
亡
と
の着
架
一
綱
卿
国
測
「
劃
劃
卿
馴
溜
細
周
急
勲
撒
漕

W
濃

mし
て
書
な
い
も湯
 

王
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西
郡
と
五所
川
原
市
、そ
し
て
北
郡嘉
ぷ
夢

の
か
け横
：
待
ち
に
待
っ
た
新
し
い乾
柵
が
完
成
，
四
日
午

前
十
時
か鼻
篇

に
お
s
P
竹
内
奇
政
務
次官
を
は
じ
め
横
山
副
知
事
、由
良
県
土
木
部
長
、
西
背

選
出
県
議
、地
元
から
山
内
市長
、
小
器
翼
、

そ
れ
歯
係

者
ら
」
胃
余
名
が
出
席
し
て
盛
大
に
峻工

式
が
お
こ
な
わ
れま
し
た
。
早
朝
の台
風
九
号
の
余
波
雪
け
て
の雨
ま
じリ
の
強風
と
は
打
つ
て
変
わ
り

簿
曇
り
か品
々
青
空
が
のぞ
か
れる
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、駐
に
は
嘉

育
ド

ツ
ト
縄
苗
し

た
約
五

万
の
人
が
見
物
に押
し
よ
せ
、式
は
正
午
修
故
式
、渡
り
初め
喜
り
西
北
を
結
ぶ
夢
の
か
け
橋
、
藷

が
 

開通
しま
した
。
 

r十
1
‘
」
しし
」F
し

‘L
し
」
し
」
い

I、
」し
十、Iト
rI
r
I、
ー
 r
‘
、
‘
、
ー
 
ー
、
ー
 

ー
ー

‘
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？
 

そ
ろ
モ
ろ
台
風
シ
ー
ズ
ンが
や
つ
て
ま
や
雨
の
強
さ
は
ちが
い
ま
す
。
 

（
ふ
 

ー
 
・

J
」
ど
」？
、4「・
曲
 

・
 

い
り
ま
し
た
o
 

普
通
は
〈風
の
中
心
に近
い
と
こ
ろほ
 

“

購

氏

」
感
謝
状
 

祝

賀
会

は

五

小

校
で
 

渡
り
初
め
に
引
き
つ
づ
い
て
同
日
午
後
会
長
、
鳴
海
中
里町
長
の
音
頭
で
乾橋
 

一
時
か
ら五
所
川
原
小
学
校に
お
い
て
完
成
を
祝
し
て
カ
ン
パイ
が
あ
って
祝
 

乾
橋
竣
‘
一
協
賛
会
主催
に
よ
る祝
賛
賀
会
タ終
つ
た
。
 

会
が
開
か
れ
主
催
側
を代
表
して
伊
藤
な
お
感
謝
状
贈
星
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
 

木
造
町
長
の
あ
いさ
つ
が
あ
つ
た
あ
と
で
す
。
 

斉
勝
建
設
らの
工
事
関
係
者
お
よ
び
乾
〇
工
事
関
係
 

柵
架
橋
に
功
労
の
あ
つた
方
々
に
感謝
 
斉
勝
建
設
、
横
河
柵
梁
製
作
所
、柵
 

状
の
贈
呈
があ
り
、地
元
選
出の
県
議
 
梁
塗
装
K
K
 

を
代
表
し
て
毛
内
県
議
の謝
辞
が
あ
り
O
功
労
者
 

出
席
者
約四
百
名
か
乾橋
竣
工
を
祝
い
 
伊
藤
金
作
（
市内
大
町）
 

祝
盃
を
かた
む
け
な
が
ら市
内
福
井
冨
 
岩
見
勝
三
郎

（
市内
寺
町）
 

士
子
細
踊
研兜
所
の
山」
浦蓬
の
バ
レ
ー
 
五
所
川
原
商
工
会
識
所
 

に
魅
了
さ
れ
、午
後
三
時
、
北
郡
町
村
 

？
・
昌
了」
弓‘h
『
・・

邑，
‘
旦
，‘
ョ
了ー
ョ
，
‘
三
「一・
」
ぞ
・

ニ
月
？
白？
巨
ノ
・
 

一
 
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
めふ
き
あ
げ
ら

一
 
」報
ス
ポ

ツ
ト

ー
 
れ
た
空
気
か
冷
い
て
、雨
を
降
ら
す
こ
 

'
 

‘
 
と
に

な
り
ま
す
。
 

己
‘
 

《
‘“
 

台
風
の圏
内
で
も
、場
所
に
よ
つ
て
風
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驚
夏
ま

つ
り
終
る
 

多
彩
な
行
事
で
賑
わ
、
 

わ
た
し
た
ち
のま
ち
山
夏
の
風
物
、五
所
川
原
ま
つ
り
が
四
日
か
ら
商
天
「
鳳
所が
n
催
で
ね
ぷ
た
ま
つ
り
を
中
心
に
眺
大
に
 

繰
】
ひ
ろ
げ
ら
れま
し
た
。
初
H
は
西
北
両
民
が
待
ち
に
待
つ
た
、わ
が
甫
と
酉
郡
を
結
ぷ
，
夢
の
か
け
橋
新
乾柵
の
峻
工
式
、
 

そ
l
で
皮
は
岩
木
河畔
に
約
ト
万
の
見
物
客
を
隻
め
て
お
こ
な
“れ
た
花
火
大
会
、
翌
H
五
日
は
北
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
北
こ
な
わ

れ
た
第
一
回
内
北
五学
接
と
フ
ス
パ
ノ
ド
届
奏
介
、六
H
に
は
婦
人
ハ
パ
、
商
上
会
議
所
、
市
投
所
職
員
な
ど
一
七
U
い
）名
が
参
加

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
五
所
川
原
お
ど
リ
、ま
た
会
朗
巾
各
町
内
会
の
協
貴

I白
半
な
Fbタ
彩
の
催
し
が
あ
つ
て
七
口
、
ね
ぷ
た
の
A口
 

間
連
h
で
ま
っ
り
刀
幕
が
ん
ろ
さ
れ
ま
ー
た
。
 

、
 

つ 

巻
一
 

や
 

設
 

建
 

野外音楽会ー 

五大会ー 

ね
ぷ
た
合
同
運

行
 

大

小
二

〇

台
が

参
加
 

昭和37軍8月20" 

固
 

取
り
扱
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
地
域
D
 

街
灯
の
電
球
が
キ
レ
た
と
き
は
係
の
と
 

こ
ろ
に
お
訪
ね
、
だ
さい
。
 

に器姦こ議）、2」 

霧 

麟
嚇

瀞
喧
議
詳
齢
藤
 
花
火
た

会
 

・

‘
》
一
  
（
 

峻
工
を
記
念
Lで
，
ま
つ
n
初
日
の
四
 

一
 

J
花
火
に
西
北
両郡
〈
市
内
よ
り
約
十
万

い
 
の
見物
入
が
午
後
七
時
半
の
開
始
を
前

に
両
岸
一
ぱ
い
に
つ
め
かけ
て
い
た
。
 

足
刻
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
に
打
ち
ト
げ
ら
れ

る
刊
掛
蓬
火
二
七台
、
打
ち
十
げ
二
九

五
発
に
ヤ
ン
ヤ
の
か
つさ
い
を
浴
び
、
 

花
火
が
”
山
高潮
に
‘庁
ー
た
こ
ろ
に
け
続
 
 た

つ
め
か
け
た
見
物
人
で
乾
構
上
が
登

山
ど
め
さ
1
1
ろ
は
ど
こ
あ
つ
た
。
 

や
が
て
九
時
す
ぎ
百問
余
の
火
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
の
仕
掛
を
械
俊
に
一
時
間
半
に
渡

る
蟻
華
け
ん
ら
んた
る
大
会
が
終
了
し

た
。
 圏

・
・
 

：
由
 

田
・
‘
 

…
圏
 

写
H（
上
か
ら
）
所
川
原
お
ど
り
 

花
火
大
会
 
ブン》Jス
パ
ン
ド
演
奏
 

会
 
ね
ぷ
た
〈筒
迎
行
 

一
 
l
 
J

ト
 
ー
ー
日
目

皇
H馴
 

一
 
刀
バ
日

一
 
一
 
午
前

十
 

一ー
 

」
 
時
か
ら
 

「前
川

原
中
学
校
を
A
B岡
班
に
わ
か
れて
出

発
、
市
内
パ
レ
ー
ド
を
お
に
な
つ
た
あ

と
駅
前
に
場
で
合
流
、
ふ
た
た
び中
里

小
学
校
鼓
笛
隊
か
」先
頭
に
参
加
十
校
が

駅
前
か
ら
大
町
、
寺
町
を
通
り
、
北
斗

ど
フ
ウ
ン
ド
ま
で
行
進
、
沿
道
の
人
大

か
ら
さ
か
ん
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。
 

午
前
十
一
時
五
十
分
、
北
斗
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
入
場
行
進
と
開
会
式が
お
こ
な
わ

れ
、
市
催
側
か
代
表t
て
陸
奥
新
報
社
 

「
 

ね
ぷ
た
の
台
数
も
昨
年
よ
り
多
く
，大

小
あ
わ
せ
て
二十
台
が
列
を
つ
ら
ね
、
 

五
、
六
日
の
両
日
市
丙
大
町
通
り
を合

岡
巡
行
し
ま
し
た
。
 

ね
ぷ
た
ば
や
しや
、
ヤ
ー
レ
、
ヤ
ー
レ

の
勇
ま
し
い
か
け
声
か
興
き
わ
た
り
、
 

夜
空
に
く
つ
きり
と
浮
か
び
あ
が
つた

は
な
や
か
な
ね
ぷ
た
が幻
想
的
な
ふ
ん
 
 

い
き
を
か
も
し山
し
、
花
笠
、
ュ
カ
タ

赤
た
す
き
の
ハ
ネ
ト
の
熱
狂
的
な
お
ど

り
が
い
や
が
ろ
え
に
も
、夏
ま
つ
り
の

気
分
を
も
り
あげ
ま
し
た
。
ま
た
七
ロ

の
最
終
日
は
午
前
十
時
か
ら運
行
を
開

始
．
各
町
内
、
商
店
か
ら
繰
り
だ
さ
れ

た
ね
ぷ
た
が
駅
前
に
集
合
し
た
あ
と
大

町
、
旭
町
と
順
次
各
町
を
台
同
運
行
し
 

た
さ
れ
現
白
新
校
舎
の
移
転
し
終
り
 

二
学
期
よ
リ授
業
を
ず
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 
 

午
俊
二
時
す
ぎ
岩
木
川に
匠
し
、ね
ぷ

た
ま
つ
り
を
最
後
に
四日
間
の
全H
程

が
終
了
し
ま
し
た
。
 

第
二
回
津
軽
地
区
 

畜
産
共
准
会
 

夏
士
つ
り
協
賛
，
五
所
川
原
市
主
催
の

第
二
回
津軽
地
区
畜
此
共
進
会
は
五日
 

」
ハ日
の
両
口
、
緬
T
．
山
羊
、
豚
な
ど

九
ト
m
が
m
晶
さ
n

、
明
町
招
魂
堂
前

で
開
催
戸
れ
ま
した
。
 

O
成
仙
T
D部
 

帰
等
 
木
H
賢
ー
郎
（
高
瀬
）
 

一
等
，
鈴
オ
良
 
（梅
田
）
、
前
m
雑

則

（梅
田
）
 

二
・
、
一一
浦轟
衛
（
誠
詰
）
、
小
野
勝

四
郎

（
鍋ケ
岡
）
、
小
野
雄
一
（
藻
川
 

）
、
開
米
佐
太
郎
（鶴
ケ
岡
〕
、
加
藤

文
成

（
藻
川
一
 

〇
子
舶
γ
の
部
 

ー
、晶
J
多
古
（
高野
）
、
小
野
充

鶴
ク
岡
】
 

，
、川
沢
金
冗
に
m川
）
．
木
刊
柾

五
郎

〈
高
湘）
 

報
書

麟
四
郎
鼻
里）
 

雪
、
削
d
秀
雄
（
梅川
）
、
斉
騰
勇
 

告
、
樋
出
喜
久
男
（
鶴
田
）
、山
口
 

」
排
（
飯
詰
）
、
斉
藤
浩
（
七
ッ
舘
）
 

斉
瞭
泣

一
一
七ツ
興
一
、飴
木
勇
E
(
 

横
や
ち
）
、
葛
四
源
造
（
稲
垣」
 

。

j山
一ー
の
部
 

一
半
I
 白
戸
箔
（
七
ツ
舘
）
、
小
山
内
 

寅
四
叫
（
鶴田
）
 

一
等
、
唱
加
睦
彦
（
梅田
）
、
小
野
秀
 

西
北
五鉛
馴
鉛
知
彰

あ
つ
た
如
と
知
二
部
は
力ラ
ス
ハ
ンFで
冨
山
県
の
 

地
万
で
 中
里
小
学
校
鼓
笛
隊
が行
進
曲
、
希
望
 民
謡
を
演
奏
す
る
金
木
中
学
校
を
ト
ツ

は
じ
め
 の
虹
か
ら
樋
労
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
 
プに
五
所
川
原
中
学
校
・柏
中
学
校
、
 

て
開
か
 遠
来
の
深
補町
修
道
小
学
校
の
鼓
笛
隊
弘
前
か
ら
特
別
診
加
の
東
奥
毅
塾
高
校

れ
た
第
 は
兼
や
か
な
マ
ス
ゲ
ー
ムを
披
露
、つ
 
弘前
実
業
高
校
な
ど
お
加
名
校
の
前
（
「
 

一
回
野
 づ
い
て
全
員
黄
色の
ベ
レ

ー
の
木
造
町
が
あ
り
、
最
後
に
金
木
巾
、
五
中
、
柏

外
音
楽

向
果
学
校
、
男
子
が
白
ズ
ポ
ン
、
女

巾
、
五
所
高
、
五
農
、
東
義
高
、
弘
実

会
西
北

子
が
臼
ス
カ
ー
ト
の
柏
第
一
小学
校
が
 1
5の合
同
洞
奏に
移
り
、
約
二
百
名
の

五
大
会
 つ
ぎ
つ
ぎ
に
演
奏
をお
こ
な
つ
た
あ
と
 
楽員
が
君
が
代
行
進
曲
、
海
兵
隊
マ
ー
 

は
快
晴
第
一
部最
後
は
弘
前
か
ら特
別
参
加
の
 
チ
など
勇
壮
な
行
進
曲
を演
奏
、
合
同

に
思
ま

全
国
吹
発
楽
コ
ン
ク
ー
ルに
高
校
の
部
演
奏
の
終
曲
は
演
奏
者
と会
場
の
聴
衆

れ
た
五

p
三
年
連
続
出
場
の
かが
や
か
し
い
記
 
が一
諸
に
「
蛍の
光
』
を
施
奏
、
大
合

所
川
原

録
を
も
つ
弘
実
高
ブ
ラ
ス
パ
ン
ド
の
演
奏
と
大
合
唱
を
塁
空
に
ひ
び
か
せ
て閉

ま
つ
り

奏
は
会
場
を
シめ
た
約
五千
の
聴
衆
を
一会
し
ま
し
た
・
 

繊
喝
難
 

事電認ミ乍二…、Fな 
h」”一 	‘ー 

，

五
所
川
原
ま
っ
り
の
花
』
ハ大
会
は
乾
橋
 

日
夜
、
岩
木
阿
畔
で
臨
大
に
繰
り
ひ
ろ
 

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
夏
の
夜
や
に
彩
と
り
ど
り
に
咲
く
 

三
日
目
の
 の
休
け
い
所
に
あ
て
られ
た
五
小
、用
松

島
婦
人
会
か
五
巾校
、
第
三
班
、
第

太
日
は
腔
小
、
玉
巾
の
一
一休
け
い
所
で
雨
の
あ
州「
四
班
の
飯
詰
，
巾
川
、
三
好
「
五
所
川
 

n
の
ョ
所
る
の
を
待
つ
た
が
、
り
前
中
の
雨
は
や
原
、
小
曲
婦
人
会
そ
れに
特
別
事
加
の

川
原
お
ど
む
こ
と
ふ
画
ら
ず
、
1
催
側
の
商
工
会
鶴
田
町
大
郷
婦
人
会
、
市
役
所
の
各
班

り
で
あ
つ
 
議所
で
中
止
す
る
か
を
協
議
し
た
結
果
 
が
五
小校
を
そ
れ
ぞ
れ
田
発
『
津軽
じ
 

舞
 名
 

た
が
朝
か
午

後
一
特
ご
ろ
ま
で
に
雨
が
は
れ
れ
ば
よ
ん
が
ら
ん
ぼ
』
『
花
薫
晶
に

あ
 

0
0
 
ら
の
雨
で
逆
コ

ー
ス
三
り
、

お
ど
り
を
展
開
す
わ
せ
て
大
舞
踊
行
進
を
展
開
、
午
後
四
 

大
 1
7
 
予
定
を
変
ぎ
こ
と
に
決
定
した
。
附
は
午
後
一
時
時
訳
前
に
集
合
し
解
散
し
た
n
 

更
、
踊
り
ご
ろ
か
ら
奇
跡
的
に
あ
が
り
、待
つ
て
 

出
場
者
た
 
いた
踊
り
出
場
者
た
ち
は
第
一
班
の
栄
 

ち
は
、
昼

梅
沢
婦
人
会
が
南
小
学
校
第
二
班
畏
肩
 

橋
、
水
路
等
を
整
備
し
，才
に
市
民
憩
 

い
の
場
刀
公
闘
．
広
場
、
緑
旭
 
運動
 

場
等
も
卿
郷
す
ぺ
く
計
画
お
よ
び
実
施
 

事
業
を
お
こ
な
つ
てお
り
ま
す
。
 

勲

認
野
鰐

編
疑
舞
愛
を

お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 
譲
螺
飴
鐘
蘇

犀

唱
m
 

道
路
の
弊
備
、
学
校
 
1
ノ
「
くメ
‘，
》
t
ノ
『
1
‘
三
cて
一
 一
一c
 

か
ん
な
F級
在
し
て
い
る
の
を
み
た
飯

ン

r、
ー
H
i
、
一J
?l

J、
1
了
l
 

】電
，
皆
，
g
古
え
t
と
ョ
H
に
“
1
フ
．
 

つ
 
い
る
が
、
公
図
内
の
紙
く
づ
や
空

道
路
の
弊
備
、
学
校
す
べ
て
脅
取
m
書

て
お
り
ま
す
。
ま
 
‘
．
 

か
ん
な
怠
在

J
P
い
る
の
を
み
た
飯
 

す
ぺ
て
？
授
り
及
つ
て
m
り
ま
丁
o
ま
 

‘
・
 

、
戸
ー
 
rジ
」
』H
『
い
H

・
‘
 
t
作

（
ー
ノ
坪
）
 

一難
難
難
難
一
姻
響響
潜
溜
鷺
「
撫一
蘇
 

舎
正
面
を
通
り
右
側
築
設
計
な
ら
び
2
H事
の
施
行
、
市
民
さ
る
二
月
十
三
日焼
失
し
た
市
立
羽
野

内
の
凋
掃
を
奉
仕
，お
と
ず
れ
た
観
光

関
喜
代
志
（
巾
泉
）
 
一
 

難
編
あ
る
警

鷲
範

鱗
鰭
薮
譲

醸
競
薮
客

や
市
当
局カ
ら覇
さ
れて
い『
．報
夢
一乏
助（
大町
）
小田
 

軸
鯛
婦
町

網
糾

仕”
唾
与
班
銘

熱
れ
「
麟
灘
醸認
 

縄
競
慧
鰐

蕪
難
舞
襲
響
鯛

巽

霧
務
籍
籍
輸
難

命
泉
）
 

醸
リ
授
業
をず
るこ
と
に
な
り
翫

（
鵬
m
編
編
）
（
木m『
 

伝
助
町
々
内
で
不
 
澄

稽
請
振
讐
』
鱗

m
 

管
理
係

i
土
木
費
予
 
ゆ
る業
務
を
取
n
扱
つ
て
お
り
ま
す
。
 モ

ル
タ
ル
塗
で
木
造
集
成材
ア
ー
チ
揖
 

×
 

桐
勇
。
元
町
）
 

算
の
執
行
お
よ
び
統
制
、
市
内
の
街
灯
 
都
市
計
圃
係
：
当
市
の
計
回
的
発
展
造
一
五
九
五
坪
が
完成
、
こ
の
ほ
ど
建
 

一
一等

、
工
藤
足
美
（
ーノ
坪
）
、渋
谷
 

の
“
臓
・
術
町
の
維
持
瞥
叩
の
塁
務
争
 
の
直路
の
新
設
あ
るい
は
巾
員
の
拡
張
設

業
者
よ
り
市
教
青
委
昌
会
に
引
き渡
 

×
 

戎
春
（
高
瀬
）
 



岩木山 を征服 

纂  49 名 が 登 山 
一
行
は
午
前
三
時
獄
温
泉
を
田
発
、
海

抜
一
大
二
五
米
の
岩
木
山
頂
上
を
め
さ

し
て
登
山
を
開
始
し
た
。
 

メ
ン
パ

ー
周
岩
木
山
登
山
ベ
テ
ラ
ン
の

金
御
弊
を
も
つ
山
谷
会
長
を
は
じ
め
、
 

は
じ
め
て
登
る
と
い
う
赤
御
幣の
川
浪

印
議
会
氷
務
局
長
‘ま
た
松
葉
ツ
ェ
の
 益

田
栄
助さ
ん
（
敷
島
町
）
、両
眼
み

え
な
い
前
田
野
目
の
鍋
谷
武
光
さ
ん
な

ど
で
星
空
を
な
が
め
、ザ
ン
ゲ
を
唱
え

き
な
が
ら
手
を
ひ
い
た
り
し
り
を
押
し

た
り
し
て
助
け
あ
え
な
が
ら登
山
、
行

か
う
登
山
者
も
「
岩が
ぬ
れ
て
い
ま
す

か
ら
す
べら
な
い
よ
う
に
」
「
頂上
は
 も

う
す
ぐ
で
す
」
と
注
意
を与
え
、
諏

励
し
て
い
た
。
 

百
沢
口
と
合
流
す
る
風
穴
付
近
で
休
ん

だ
あ
と
岩
木
山
登
山
最
大
の
難
所
で
あ

る
通
称
「
鼻
こ
す
り」
に
い
ど
ん
だ
。
 

岩
を
手
が
か
り
に
文
宇
通
り腹
ば
い
に

な
つ
て
、
一
歩
一
歩
確実
に
進
み
、や
 が

て
午
児

時
噂
大

時
間
半
を
裂
〕
 

て
頂
上
に
到
着
し
た
。
 

頂
上
は
下
界
の
星
聖
と
わ
ち
が
7
威

が
つ
よ
く
、
一
面
雲
に
お
お
わ
れ
て
い

た
が
そ
れ
で
も
一
人
一
人
の
顔
は
岩
木

山
を
征
服
し
た
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
いた

一
行は
岩
木
山
神
社
奥
宮
に
参
拝
の
あ
 

鶴82号 円
 

報
 

広
 

市
 

原
 

一
 
一
 

三
F
J
・
i
l‘
・
r・
7‘
ー
ノ
J
/'
l
Lネ
“
D
J
c
ノ
、
ロ
”zオ
ー
モ
且
カ
こα
桂
と
未
こ
な士
わ
ま
し
た
‘

一
行は
片
丘
 
片駈
を
失
〈
）た
人
 
一
一
一
 

眼
の
見
え
な
い
人
た
ち
な
ど
四
九
人
が
義
手
、
義
足
の
級
着
訓
練
を
か
ね
、
ス
テ
ッ
キ
、
松
葉
ツ
ェ
を
た
よ
り
に
新
層の
ッ
イ
タ
チ
山
を
め
ざ
し
て
 
「
「
 

中
郡
岩
木
町
獄
温
泉
か
ら潟
治
客
や
夏
休
みの
学
生
！観
光
客
に
激
励
さ
れ
な
が
ら頂
上
に
む
か
つた
。
 
一

一
 

一
 

唱
、
君
が
代
を
斉
唱
し
、雲
の
き
れ
ま

か
ら
ど
き
ど
き
み
え
る
津
軽Y
野
、
日

本
海
を
な
が
め
な
が
ら
楽
しい
朝
食
を

と
つ
た
。
 

帰
り
は
午
前
十
時
半
頂上
を
川
発
、
い

ま
登
っ
て
き
た
道
を
協
力
し
、は
げ
ま

し
あ
い
な
が
ら
下
山
、
午
俊
二
時
半
拍

手
に
む
か
え
ら
れ
な
が
ら
A畠
無
事
獄

温
泉
に
到
着
し
ま
し
た
。
 

課
で
は
つ
ぎ
の
万
法に
よ
り
入居
者
を
 

目
下
妻
地又
に
建
投
中
の
公
営
注
宅
，
 

募
集
い
た
しま
す
。
 

O
入
居
申
込
期
間
 

九
月
」
百
よ
り＋
日
ま
で
 

O
住
宅
の
構
造
 

第
一
腫

（
簡
耐平
屋
）
 

一
〇
．
九
三
坪
（
大
丁
、四
丁
半
、
 

四
丁
）
 

第
一
覇
（
簡
耐
平
屋
）
 

九
・
五
坪
（
大
丁
・四
丁
）
 

住
宅
入
居
者
募
集
 

市
民
生

課
 

●

‘
●
】
．
a昌
，
】
，
‘
」
ユ
ョ
「

ニ
ー
ミ
「
 

市
福
祉
大
会
終
る
 

1
0日南
小
学

校
で
 

五
所
川
原
市
、
五
所
川
原
市
福
祉
協
騒
団
体
四
、
個
人
一
、
市
社
協
関
係
団
体

会
主
催
の
昭
和
三
十七
年
度
、
五
所
川
七
、
個
人
を
大
十
一人
の
表
彫
が
お
こ

原
市
福
祉
大
会
は
十
日
午前
十
時
か
ら
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
立
南
小
学
校
講
堂
に
約
」
舌
人
の
関
そ
の
あ
と
分
科
会
に
う
つ
り
第
一
分
科

品
者
を
集
め
て
盛大
に
お
こ
な
われ
ま
会
が
『
青
少
年
の
健
全
育
成
をは
か
る

し
た
。
 

問
題
』
、
第
一
一分
科
会
は
『
低
所
得
者

大
会
は
副
大会
長
山
内
藤
七
氏
の
開
会
階
層
の
福
祉
対
策の
推
進
を
は
か
る間

の
こ
と
ば
が
あ
つた
の
ち
大
会
長
増
田
題

』
、
第
三
分
科
会
は
『
地
域
の
社
会

桓
一
氏
（
市
社
協会
長
）
、
名
誉
大
会
福

祉
r
動
の
強
化
を
は
か
る
問
題
』
を

長
山
内
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
統
き
胃
森
ー
プー
マ
に
協臓
が
お
こ
な
わ
れた
あ
と
 

朝
市
は
指

定
場
所

て
 

商

人
の

方
々
の
協
力

を
 

朝
市
を
開
く
た
め
寺
町国
道
通
り
を
便

m
背
負
荷
の
場合
 
一
人
 
五
円

用
し
な
い
よ
うに
と
通
達
があ
り
ま
し

冒
転
者
の
場
合
 
一
台
 
蓄
．
 

た
の
で
、こ
の
た
び
朝
市
管
理
対
策
協
 
岡
リヤ
カ
ー
 

議
会
を
結
成
し
、
商
人
の
方
々
、
消
費
 
（
ス
ク
ー
タ
ー
、
パ
イ
ク
も
含
む
）
 

者
の
万
々
の
た
め
に
寺
町
中
学
校通
り
 
一
台
 
十
円
 

一
緯
？鐘
縫
磐
『
鐘
鋸
醜
 

を

ま
した
ので
検
診
こ
の
雲
に
一人
で
も多
く
検
苦
れ
 

』
競
難
醸
緋
艶
が
 

ほ
核

鉢

で
「カ
ゼ
二」
鐘
」
鷲
維
孫
譲
 

・
 

ゴ

・
‘
 」
を
ひ
いた
こ
と
 
お
わ
す
れ
な
くお
い
で
く
だ
さ
い
‘
 

メ
‘
 
，
.？
 
の
な
い
の
だ
か
ら
 

み
 
受

け
な
く
と
も
よ
 
◇
 

F
鷲

競
あ
 
◇

◇
 

‘
い

ー
こ
の
健
康
診
断
は
 

l
 
し
‘
 
L'
!
 

患
者
の
早
期発
見
と
結
核
に
か
か
ら
な
 

~i難雷 
9'30・・‘ 10、1〔 

II麟 
9' 30・‘ I 10 ' 20 

繊麟 

校
鳴
嘉
央

鶏
謂
翻
 

膚
協
文
緋
魂

噂
鐸
？
 

場
 

第
一
種
十
大
戸
お
よ
び
第
二
種
四
十
戸
県
知
．
（
代
理
）
、
県
社
会
福
祉
協
躍

宣
胃
、
決
鼠
文
が
発
表
さ
れ
、
須
郷
市

が
十
月
悉
元
成
、
十
一
月
五
m
vK
居
会

長
、
市
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
つ
た
助

役
の
閉
会
こ
と
ぱ
で
大
会
が
お
わ
り

予
定
と
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
市
民
生
あ

と
、
市
関
係
個
入
三
人
、
日
赤
累

ま
し
た
。
 

入
居
希
望
者
は
申
込
●
を
撮出
し
て
く
ーを
指
定
して
朝
市
を
ひ
らく
こ
と
に
な

m
自
動
車
 

】
】n
 
く
 

だ
さ
い
o
用
紙
は
民
生
課に
あ
り
ま
す
ーり
ま
し
た
o
 

穴
ン
ド
、
驚
車

を
含
む
）
 

魂
 

旧
 

2
9クク
ク
ク
 

‘
 

以
前
申
込
儒
を提
出
し
て
い
る
人
で
も
ーな
お
指
定
区
域
内
に
お
い
て
売
買
す
る
 

一
台
 
一
一
十
円
 

【
 

却
 

8
 

"
J二
 

新
規
公
募
で
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
た
に
一方
は
清
掃
費用
と
し
て
使
用
料
を
つ
ぎ
使
用
料
は
腕
章
をつ
け
た
係
員
に
納
め
 

中
川
 
地
区
 

ー
 
l
 
‘ー
」
『」
ダ
‘
 
マジ
 
“

鼠
 

、
『
一
『
 

申
込
書
多
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
 

か
と
お
り
納
め
て
いた
だ
き
ま
す
．
 
領
収
胃
を
も
ら
つて
く
だ
己
い
。
 

ー般住民結核検診日程表 

（中川 栄“小曲 毘沙門地区） 
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（
前り
か
ら
つ
づ
く
事
業
と
し
て
建
て
ら
n
に
己
欧芥
よ
さ
笥
馴
つ
L
ヘ
ド
F
二
F
こ
「Jk
《
手
つ

r
r首
各
よ
h
声
甫
克
き
1
7
こ
ニ
ソ
 レ
ー
受寺
戸
一
沓
し
どつ
で
5
5
・
 

月
台
任
折
つ
章
、
互
昭
モ
甚
と
E
レ
J
 り
寸
一
一
？
一
斗
皿
艮
町で
、
む
見
山
見
艮・
）
齢
ト
雪
才D
少
軍
し
ま
・ン
ハこ
）
一
一p
メ
で
干
罰
加
寺
、小
雨
こ
包
ま
n
ヒ

さ
ハ
。
 

1
Iー

・
 
（
前号
か
ら
つ
づ
く
事
業
と
し
て
建
て
ら
れ
た
記
念塔
は
さ
南
国
の
上
人
が
手
に
手
に
弓
矢
を
持
つ
 
まず
道
路
は
全
部
舗装
さ
れ
フ
エ
ニ
ツ
 と
段
階
を
踏
んだ
の
で
あ
る
。
 

明
治
維
新
の
偉
人
西
郷
隆
班
を
生
ん
だ
別
府
に
つ
ぐ
温
泉
街
で
、
鹿
児
島
温
泉一
少
者十
四
才
の
少
年
もま
じ
い
て
）
一
一
や
が
て
午前
九
時
、小
雨
に
包
ま
れ
た
 さ
い
。
 

一
 

一
 
）
 

な
が
ら
笛
を
射
るが
ご
と
く
酬
然と
し
 て
飛
び
出
し
て
米
モ
う
な
ビ
ロ
ー
樹
林
ク
ス
や
ビ
ロ
ー
樹
の葉
蔭
が
ゆ
れ
て
い
 
異国
め
く
日
向
のく
に
の
腎島
に
 
鹿
児
島
は
南
九
州
の
政
治
、
経
済
、
文
を
は
じ
め
十
大
力
所
の
温
泉
に
め
ぐ
ま
，千
二
十
一
雇
を
郵
、
七
百
四十
八
基
の
南
国
桜
島
の
眺
望
に
名
残り
を
惜
し
み
 

‘
 
、

・
ー
・・
・
 

」
ン
 
ニ
」
 
昨
日ま
で
の
雨
も
晴
 
て高
く
鎌
え
て
い
る
。
 

の
密
生
島
で
南
国
の
匂
い
が
充
ち
あ
ふ
た
．
 

大
平
洋
の
波
心
し
て
寄
す
 
化
の

中
心
地
と
し
て
発
展
を
か
さ
ね
明
れ
て
い
る
い
で
湯
の
町
鹿
児島
で
も
あ
姿
鳥

々
し
く
住
時
を
物
語
つ
て
い
た
か
つ
ま
た
明
治
の
傑
人西
郷
ド
ン
の
具
 

九
月

塵
券
 

穆
 
告
 

れ
た
六
尺
日
、

宮

戦
後
八
紘
一
宇
の
題
蓄

と
り
は
す
し
和
瓦

静
引
智
 
‘
 
‘

．
二
階
勇
い

は
「
爾
の
鉄
筋
造
り
の
学
六
郵
円

剖

中
か
引
の
雨
は
な
お
か
一
」
む
奮

政
実
勤
驚
飼

m
か
」
ー
‘

．
ー
ー
ー
ー
 

む
か

つ
て
予
て
和
乞
矛

た
香
を
福
を
祈
念
い
3

」
行
は
つ
ぎ
の研
修
 
‘

・
 

‘
い
 
ー

ー
一
二
 

研
 

裂
 
崎
市
に
は
観
光
に
重

て
平
和
の
誉
し

て
市
民
か
気
し

ま
 

古
へ
の
波
た
ち
さ
わ
ぐ
篇
臣
 

校
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
、
も
は
げ
し
さ
を
増
し
て
来
て
、
さ
す
が
万
で
景
し

た
も
の
芝
割

が
、
市
二
夫

代
の
英
主斉
あ
言

公
を
奉
る
捧
げ
て
眼
福か
耕
つ
た
の
で
あ
る
o
 
費
崎
へ

向
つ
た
の
で
あ
る
・
 

処
斑
日

積
 

外
 
‘
 

点
を
噌

准
に
し

れ
て
い
る
名
物
の
ー
コ
マ
で
あ
つた
U
 
天
つ
日
つ
ぎ
の
命
ね
む
れり
、
 

小
学
児
童
の
登
下
校
時
に
は
町内
会
の
に
台
風
の
被
害
で
有
名
な
鹿
児
慰

と
制
実
施
七
十
周
年
の
今
日
p
は
人
口
二
壮
厳
な
照
国
鰹
が
あ

り
、
そ
の
夏
ど

こ
を
見
て
畠

縄
衛
生
は
行
鳶
い
 
（
っ

づ
く
）
錦
町
1
71
8日、
新
宮
町
比
日
、
幾
島
町
 

ー
 
県
 
そ
 
零
，
虜
始
し
た
人
口
十
五
万
を数
え
る南
九
州
の主
要
九
州
は
さす
が
に
神の
すま
われ
た土
貸
の
方
々
が
腕
鳳
を
つ
け
て黄
色な
一
同
ゆ
う
う
っな
霧
で
書
．
 

十
八
万
を突
破
す
る
南
九
州
第
一の
都
に
は
明
治十
年
、西
南
の投
で
さ
つま
て
い
た
街並
は落
つい
た
感
じの
三
 

、
・I
"
"
f

・
・
 
ルm、
柏
静
甘
『
上
平
奇
2
1
 

叩
 
畿
等
 

ゆ
篇
再
日
向
の
都
市と
して
力
強い
歩
み
を
綿
け
てい
地
と
して
散
告
れ
て
有
名な
土鵜
帽

子
の
児童
を
整
理
し
て
い
た
が
、一
誓

苗
と
し
て
は
輩
長
伝
学
界
市と
して
面目
躍
如
た
る
ものが
見受
軍
が最
後ま
で
た
て
こ
も
つ
た
激
戦の
城
下町
で営
。
 

ミ
そ

三
艮

F
勺
よ
 
日
、
中
平
相m

2
2
0n月
、下
馴井
町

加
 
瑠
  
l
  
国
、宮
崎
は
日
本
最
る
こ
の町
の
樹
顔が
冒
う
な
づけ
る
で
あ
るが
』
‘
こ
こ
に
は
ま
詐武
勃
ー
 
‘
ー

1
1
1
 
11‘

 
ー

ー
ー
，
 
ー
j
j
 ュ
ー
ー
，
ー
 

ー
ー
‘
 
‘
・‘J‘
 
ー
『
 

1
1
 
1
1
‘
消
防
護
は
最
大の
観
心が
あ
ら
わ
れ
 
県
民
手
帳
予

約
は
 

軒
報
滞

H穆
い
紅
掃
 

昭
姉
覗
古
の
町
引で
馴
の
勲
製
ー
ー
“7

‘
が
難
和で
翫
君
発発
袋
 
廿
 
九
 

科
 
也
 
万
 
児
 
雲
 

親
器
割
残
皆
記剖
か
 今
月
3
1日
ま
で
に
 
競
器
器
“無
“
 

碑
 
一
 
一
こ
と

准
く
費
の

町
の
中
央
を
西
から
東
に
流
れ
ている
の
命
を大
平洋
の怒
奪
ち
寄せ
る
巨
 
ー
 

ーノ
 

I井
ノ
 
土
 
ノ
 

ネ

l
 
語
フ
 

木
を
か
た
芦
ろ
か
、書
い
は
ま
を
豊

一
天
年
度
版書
費

民
手
帳
大
町

7
2
6
円

寺
町4
5姦

2
7
日
 

咽
 
け
ー
 

‘
湾
農
凄
い
る
大
淀
川
は
三千
年の
歴
史
蕊
え
て
洋
大
な
岩窟
の中
に
社を
建
て御
奉
杷さ
 

ー
‘
 
二
 
‘
 

i
l
 
一
 
一・
r
 
r
‘
 

・
 
一ー
一

』
、
 

‘
 
う
 

倉

ん
地
域
のか
げに
住
宅
を建
P
P』
が
十月
占
発
行さ
れま
す
が県
統
剰

町
6膏
町

而
端
町7疹

3
0
 

醐
町
で
漕
、
ま
た
用嘱
漢
か

な
風
々
と
して
流
れ
てい
て全
く
宮崎
市の
れ
て
あ
つた
o
 

雑

〉”
芹
』

レ
ー
泊
狂
並
二

J
一
 

一
 
〕
（
”
七
」
付
シ

・
一2
 

い
る
の
も
蚕昌

風
のこ
わさ
に
怖
計
協会
で
は
予
約
希
望
者
を
募集
して
印
、
‘加町
6が
鋤
叱

布
屋
腎
 

‘

叱
き
唾

m冷
溝

喝
矩

●
生
命
言
い
われ
てい
る
。
 

即
ち
鵬戸
神
社がそ
れ
であ
るが
誠
に
 

7
1
 
ユ
ノ
 
く

一
m
ェ
不
‘
》
ョ
，

J
一
！
t
」
‘
」
 

j
‘
て

く
 

け
て
い
言
のの
如荏
宅
の配
置で
お
りま
克
 

細
日
、
肩町
9散
‘
如
軒
剖
 

ー
 
、
浸
染
漕

1湾
だ

准
市
ま
た
こ
の川
には
」
K
K誉
あ
る
と
神
秘極
りな
い
御社
で
あ
るo
 
、
 

I二
・
；
ー

・
ー
…

ー
ー
ニ
 
ー
 

、
r
 
L
り
 

一
、
 
あ
る
．
響

行
政面
で
は
保育
所
（
市
手
帳
の
内
容
は
日
記
は
も
と
よ
り
観
光割

町
m
m日
、
判翫
山

、
静

司
「
携
震
漬
湾
電

叱

●
る
い
うデ
ラ
ツ
ク
スな
編
が
か
け
られ
、
 
い
きり
立つ
日
向
のく
に
の
岩工
、
 
民
生
常

任

副
委
員

長
 

止
 
か
ハ

n
 
”
値
 
」
払
 
立

）
が
各所
覧
受
け
られ
と
く
星
案
内
図
お
よ
び
国
、県
の
各種
統計
資
髭
昭

馴
散

g
m1
5
日
薪
 

！
宮
崎濯

ゆ
社
殿」
橡
づ
け
潜
ら

こ
の橋
護
っ
て
南
へ足
憲
め
る
と
 
に
神
ま
しま
せり
鵬
ぶ
み
社
 

ー
 

ノ
ノ
 

、
、
ー
 

ー
 

活
保護
家
庭
への
職業
斡
旋
な
らび
に
書
範
囲

に
盲
入
れて
お
りま
す
m剖
必
翻
押
喫

曹
気
 

”
女
だ
な
こ

に
て
，
こ
 

で
夢
の
国
、
お
と
ぎ
の
国
を
敵策
し
て
 峰
か
雲
の
た
め僅
か
に
右肩
の
み
よ
り

が
う
か
が
わ
れ
た
程
で
あ
つ
た
．
 

や
む
な
き
に
至
つ
た
こ
と
は実
に
残
念
 
今
な
お
さ
っ
摩
の
海
を
に
ら
み
ぬ
 
で
あ
る
．
 

困
者
の
更
生
のた
め
ア
メ
り
カ
か
ら
原
り
ま

す
、
 

‘
『
？
 ,i
，
」】
 

舞
 
苔
む
せ
る
日
向
の社
に
ぬ
か
づ
け
ば

い
粟
う

な
感
に
打
た
れ
て
只
A
驚
き
眺
め
ら
れ
な
か
け
た
の
が
残
念
で
あ
つ

南
洋
に
遊
ん
だ
よ
う
な
観
光
研修
も
陽
な

こ
と
で
あ
つ
ち
 

駅
前
の
広
拐
は
一
万
七
千
九百
二
十
平
一
望
に
し
て
大平
洋
を
眼
下に
見
お
ろ
石
を
輪
入
し
磨
球
を
す
る
金
石
、
宝
石
価
格
は
蔀

一
8
円
、
予
約
葛

p
 

・
 

、
 
鴛

よ
り
吹
く
風
音聞
ゆ
 

の
声
を
放
つ
ば
か
り
で
営
・
 

た
・
 

は
も
は
や
阜
隠

の
月
に
か
く
n
吉
盾

の
夫
刀
活

で
は
火
山
灰
盲
石

で
方
誉

あ
り
有
国
均
な
呪
腎
も
高
く
駅
高
台
に
ぱ
石

苔
の
生
え
た
墜
石
が
整
工
場
の
授
奮
設
が

あ
り
一
査
毎
月
日
は
八
月
「
干
百
ま
で
で
す
・
 

れ
れ
よ
と
り
く
月
玉
．
り
 

の
声
を
放
つ
ば
か
り
で
あ
る
．
 

た
．
 

は
も
は
や
高
千
穂
の
肩
に
か
く
れ
よ
う
 
宿の
士
大
の
話で
は
火
山
灰
と
軽
石
で
方
米
も
あ
り
南
国
的
な
風
情
も
高
く
駅
す
高
台
に
は
石
苔
の
生
え
た
基
石
が
整
 
工
場
の
授
産
施
設
が
あ
り
一
家
庭
毎
月
日
は
八
月
「
干
一
日
ま
で
で
す
。
 

．

気
持
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

で
夢
D
ョ
、
お
と
ぎ
D
国
●
敗
我

ノ
こ
 条
”
雲
り
こ
り
豊
r
こ
Jn可
り
タ
ヒ
？
 
べ”
？
ハベ
フ
ー
二
呈て
一5
フ
二
・
 

つ

I
‘
十・
ニ
・フ
二
ニ
ニ
土
足一
・
二
 
、・
工
う・
う
・
？
王
と
：
フ
式
ユ
 
り
ら
5
・
 

目
着
つ
廷
主
D
ヒ
b
r
又
J
カ
か
う
哀

り
ま
1
、
 

‘
『
？
 
・
‘

j
・
ミ

ド
言
り
？)
 

”

斥
大

百
五
毒
陰

沼
と

が
偲
ば

子
供
の
国
森
す

る
一
大
楽
天
地
が
眼

は
る
か
に西
方
に
は
「
愚

そ
び
ゆ
る

同
規
律
よ
く
右
側
通
行
を
レて
い
た
の

で
有
名
な
桜
島
の
大根
栽
培
を
見
学
す
け
ら

n
た
の
で
あ
魂
 

地
、
城
山
が
ひ
か
いて
い
て
、
こ
の
城
補
導
所
が
大
き
な
収
穫
で
あ
つ
た
o
 
表
紙
は
ピ
ニ
ー
ル
カ
パ
ー
を用
い
名
刺

”
1
1
 J
l
I
1
 

知
れ
襟
整
さ
ざ
る
喜
な

い
敬
け
ん
な

前
に
拡
が
つ
て
い
て日
南
海
岸
は
ま
る

高
千
穂
に
」
の
歌
詞
あ
る高
千
穂
の
、
 に
は
如
何
に
も
日向
の
国
ら
し
い
人
柄

る
キ
定
で
あ
つ
た
が
雨
の
た
め中
止
の
 
憂
国
e
K義
に
勢

れ
し
西
郷
は
 
山
を
あ
と
に
南
州
の基
地
に
詣
で
た
の
な
か
ん
づ
く
身
障
者
な
ら
び
に
一
饗
は

さ
み
、
証
明
書
入
兼
用
と
な
つ
て
お
ー
 

な
お
電
憩

s
e場
と
し
て
襲

さ
れ

眼
を
海
上
に
向
け
る
魚

潮
洗
う
暖
国
 
ピ
ロ
ー
樹
の葉
蔭
原
ぎ

●
島
は
 
と
す
る
優
五
時
急

く
奮

蛋
ね

る

な
け
れ
嘗
大
な
も
の
は
巣

な
い
と
前
か
ら
西
に
究
て
黒
つ

ん
だ
五
十
米
然
と
立
ちな
ら
ん
で
西
郷
南
州
を
は
じ
二
万
円
か
ら三
万
円
程
度
の
嬰
胃
希

望
者
は
青
森
県
統
計
雲

お
よ
幕
一
 

一
た高
台
に
は
量
二

1
ハ
百年
の
記
念

の
小
島
曾
島
）
は
今
に
も
口
の
赤
い
 

異
国
情
緒
ゆ
た
か
な
り
け
り
 

我
A
一
行は
宮
崎
を
あと
に
鹿
児
島
へ
 い
う
こ
と
で
雪

た
・
 

の
薯

が
ま
つ
す
ぐ
に
案
っ
て

い
る
め
さ
つ
ま
軍
の
戦
没
者
の
一
部
（
最
年
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
．
 

鱗

庶
務
勝
統
計
係
ま
で
申
込
み
く
だ
】
 



市
の
文
化
施
設
と
し
て
待
留
の
市
民
4
舘
が

今
秋
か
ら粉
丁
す
る
こ
と
に
な
りま
し
た
。
 

こ
の
市
民
会
航
は昨
年
作
ら
”
た
新
市
五
カ

年
計
圃
で
は
、
明
年
度
よ
り
薪
T
す
る
予
定
 

ー
 

【
 
に
な
つ

て
お
 

【
 

り
ま
し
た
が
 

工
 西

北
両
郡
の

中
心
地
と
し
 

I 	雀資協力後援会で 	~ 

二小泊大火羅災者を慰問―」 
さ
る
七
月
七
日
未
明
、6
9世
帯
を
焼
失
し
た
北
郡

小
泊
村
大
火の
羅
災
者
た
ち
を慰
め
よ
う
と
、
こ

の
ほ
ど山
内
市
長
、
外
崎
禿
八
吉氏
（
前
市
長
）
 

ら
が
中
心
と
な
つ
て組
織
さ
れた
小
泊
復
興
協
力

＃
詰
「
川
原
優援
会
で
は
一干
一
百
現
地
か
」
訪
れ
小

泊
小
学
校
講
堂
に於
て
激
励
慰
安会
を
お
こ
な
い

会
場
に
は
五
百
余名
の
羅
災
者
や
村
民
が
つめ
か

け
ま
し
た
。
ま
ず
後
援
‘
夢
代
表
し
て
須
郷
市
助

役
成
田
不
二
雄
間
工会
議
所
会
頭
、伊
藤
五
所
川

原
鵬
業
安
定所
長
ら
が
、「
百
も
早
く
立
置
っ

て
く
だ
さ
い
、ま
た
羅
災
者
の
な
か
で
五
所川
原

市
に
静住
を
希
望
す
る
か
た
に
は
、
験
業
密
」
」居

の
あ
つ
せ
ん
を
全
面
的
に
協
力
し
ま
す
』
と
述
べ

た
あ
と
市内
の
福
井
富
士
子
舞
踊研
】
一
 
の
か
わ

い
い
「
声
」
も
さ
ん
たち
の
バ
レー
、
そ
れ
に
日
本

舛
踊
、
津
軽
民
園
など
で
羅
災者
た
ち
を
慰
間
、
 

羅
災
者
は
焼け
跡
覇
な
ど
大
火
後
の
運
日
の
苦

労
を
忘
れ
て一
日
をた
の
し
く
過
し
ま
し
た
。
 

（
写真
慰
安
会
場
の
ー
コ
マ
）
 

ギ
 

8
 

一
 五

 
所
  
所 'U 康 市  広 報 
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市民税 

第ニ期 

8月3'日納期限 

です 

般
市
民
お
よ
び

ー

一
 

満
大
才
以
下
の
お
 

子
さ
ん
を対
象
に

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
お

よ
び
B
o
o
番
種

を
つ
ぎ
の
日
程
に

よ
り
お
こ
な
い
ま

す
か
ら
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
長
種
さ
れ

る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

種
 

接
 

反
G
 

よ
 

・

ー
 

中
《
 

け
 

受
 

ツ
 

分
 
詰
 
門
好
川
 
沢
 
柵

和
島
 

分
 
詰
 
門
好
 
川
 

沢
 
柵
 
和
 島
 

沙
 

I条
 

沙
 

栄
 

区
 
飯
 
毘
 
三
 
中
 
梅
 

艮
 
ヒ
 松
 

区
 
飯
 
毘
 三
 
中
 
梅
 
長
 
七
 
松
 

程
 

日
 

種
 

接
 

反
 

期 日 時 	 間 措皿 場所 

8月20日 午前9時30分・・・12時 飯詰 支所 

ク 	午俊I時 ・・・ 3'崎 毘沙 門 り、 

8月2】日 午前9111930分・・・12蒔 三好診節所 

, 	Lr畿1時 … 211寺 中川 支所 

9月10日 午前馴寺30分“ 121時 栄 支 所 

ク 	'F後1.時 … 3時 梅りぐ 支所 

9月n日 午前91崎3こ分・・・12時 畏鵬 支所 

ク 	午後1時 ・・・ 3時 七和 支所 

6月12日 午前9時30分・司2i片 松島 支所 所
 

支
 

B C G 接 種 日 程 

期 日 時 	 間 接種 場所 

8月22日 	午自り9111330分,・・ 12時 飯詰― 支所 

ク 	午後1 与 … 3時 毘沙 門 'is 
8月23日 午前911330分・‘・12時 三好診1131所 

ク 	午後】時 ・・・・ 3',寺 「p川 支所 

9月12日 	午・前q時30分・・・1211寺 栄 支 所 

ク 	午俊1時 ・・・3時 梅り亡 支所 

9月1”日 午nilq時30分…12時 長柵 支所 

ク 	午後却寺 ー・・ 31時 七和 支所 

9月14日 午前911寺30分・・‘12涛 松風， 支所 

!

,
，
、5
、
乏
く
‘
、
、
‘、
、ら
、
‘
、“
  

市
灘
響
 

胃
乳
計
瓢
響
 

般
計
事
務
所
に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
 
・
 

「鷲
葬
獲
誘
羅
恕

競
競
煽
燕
婆
壁
 

脱
室
な
ど
が
あ
h
ま
す
。
 

」
 

（写
買
は
市
肥
令
情
完
叱
柔
図

）
 

購舘

難一 

一三
F

、、一つ 

民の
市

民会． 

響艮難・ 

I 	誉漆設計まとまる 
レ市民会舘今秋着 

て
、
近
年
ま
 

す
ま
す
発
展
 

し
て
釆
た
当
 

諸
会
合
に
は
》
し

て
い
る
殿
場
内
で
の篇
な
ど

に
つ
 

鯵
鷺
器
巽
醸
主

一
懇
談
寸
 

芽
た
カ
 
H
．
 
‘
石
，
ー
、
．
‘
.i
I
ニ
「1
1
1‘ー
ー
‘
 

輪
竺

」『
駿
鷲
鰐
」
「
」
《
 

望
が
強
く
、
 ・
び
父
兄
の
万
に
お
集
りい
た
だ
い
て
東

今
春
の
議
会
】
京
お
よ
b
4
沢
地
方
の
腰
場
の
状
況
を

の
議
決
拳
得

・
説
明
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
n
ま
す
。
 

A
年
度
か
ら
．
 な
お
会
場は
東
京
響
が
二

＋
日
、
東

蒲
手
す
る
こ
“

京
都
浅
草
、鮒
愛
舘
、

金
沢
地
区は

と
に
な
つ
た
 
＼
 
二
十
二
日
、
金
沢
市
の観
光
会
舘
でお

ら
乃
で
す
・
 L
 こ
な
わ
れ
る
予定
で
す
。
 

市
に
は
、
集

一
に
k
 
割“
 

会
施
設
に
乏

し
い
の
で
、
 

」
『
 

市
長
就
職
生
を
慰
問
 

今
群
中
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
地
区お
談
員
は
つ
ぎ
のと
お
り
です
。
（
時
間
 

よ
び
背
地
』
に
就
騒
し
た
就
験
者を

は
議

9
時
か
ら
8
時
ま
で
）
 

激
励
す
る
築
い
が
二
十
日
東
京
都
で
，
 
栄
地
区
8
月
2
7日
、
栄
支
所
（
太
田
良
 

ニ
十
二
日
金
沢
市で
山
内
市
長
が
主
催
作
、三
上
忠
吉
、
山
谷
満
広
）
 

で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
七
和
地
区
8
月
潜
一
山
喫
所
論
 

督
か
会
はい
ま
ま
で
県
主
催
に
よ
り
廼
運

面
需
声
濃
哩
地

毎
年お
こ
な
わ港
漕
縛
げ
山

郵
媛
難
覇
蛭

難
勲
聖
 

内
市
長
は
市
内
出
身
の
就
職者
と
話
し
 

合
い
、
で
き
れ
ば
一
人で
も
多
く
の
職
 

場
か
」
（
簡
し
、
父
兄
た
ち
が
一
番
心配
 

市
福
祉
事
務
所
で
は
「
心配
ご
と
相
談
 

所
」
を
開
殺
以
来
、
好
評
矛
博
し
て
お
 

り
ま
t
が
、
A
囲
地
区
巡
回
相
談所
を
臓

」
 

八
月
十
大
日
か
ら
開
設
し
て
お
り
ま
ず
 
」式
」
 

八
月
二
十
七
日
以
降
の
日
程
お
よ
び
相
 

東
朝

金
沢
で
激
励

会
 

飯
詰
チ

ー
ム
初
優
勝
 

巡
回
相

談
所

開
 
設
 

市
心
配
ご

と
相
談
所
 

．
 ●
 
●
 
．
 
．
 

●
 

．
 ・

 

市
内

防
犯
 

五
所
川
原
市
体
育
翼
．
野
球
豊
主

催
の
第
一
回
市
内
防
犯
（
山
斥
野
球
大会

は
二
十
八
日
か
ら
三日
間
北
斗
グラ
ウ

ン
ド
で
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
して
山
内

市
長
寄
贈
の優
勝
旗
を
かけ
熱
戦
が
展

開
さ
n
ま
し
た
が
飯
詰
千
ー
ム
が
幾
島
 
 

縄
秀
選手
1
1
 

 
町
倉
野
則

（
飯話
）
 

ク
 

岩
谷
賢
蔵
（幾
島
）
 

敢
 
斗
 貫
 
島
谷
高
博

（
幾島
）
 

予
 

岩
谷
孝
造

（幾
島
）
 

ク
 

天
内
幹
夫

（
田
町）
 

打
 
撃
 R
  
巾
村
武
光
（
飢詰
）
 

ク
 

柴
田
輝
美
（
飯
詰）
 

美
 
技
 
貫
 
奈
良
岡
昭

（
田
町
）
 

‘

●
“

》

ー
 

青

年
大
会
 

相

撲

・
意
見
発

表

美
術
展
・
音

楽

の
部
 

O
相
撲
 
団

体
戦
 

の
「
好
．①
梅
沢
①
栄
、
 （
個人
戦
）
 

軽
般
級
．①
小
野
功
（
三
好
）
新
井光

雄
（
松
島
〕
巾
鍛
級
、
①
鳴
梅
撤
（栄
 

）
の
葛酉
文
武
（栄
」
中
最
級
、
①
小
 

，
巌
元
幸
（巾
川
）
(
W奈
良
明
（
三好
 

)
  意

見

発

表
一
戸
周

逸
（
三
好
）
 

成
田
み
き
（
」
鮮
）
 

0

美
術

展
 
手

芸
、
す
だ
れ
 

（高
醐
青
年
団
）
防
寒
着
、
関
幸
枝
（
 

梅
沢
）
書
道
、開
米
啓
（
三
好」
 

〇
音

楽
 

合
明
、
寿
川
原
青

年
団
、
郷
土
芸
能
、m
慨
あ
い
や
節
、
 

加
藤
消
喜
（
」
好
｝
 

少
年
野
球
大
会
 

町
チ
ー
ム
を
十
四対
二
の
大差
で
破
り
 

初
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

O
準
決
勝
 

田
町
 
5
1
9

×
 飯
詰
 

三
好
 

I
1
6

×
 幾
島
町
 

〇
三
位
決
足
戦
 

m
町
  
8
1
5
 三
好
 

O
決
勝
戦
 

幾
 
島
 
町
0
0
"
0
02
0
2
 

飯
 
詰

l
4
3
0
1
5
×
1
4
 

幾
島
町
 岩
谷
賢
ー
島
谷高
 

飯
 
詰
 藤
森
ー
野
宮
 

本
塁
打
 
藤
森
・
紫
田（
飯
詰）
 

三
塁
打
 
岩
谷
謙
（
幾島
町
）
 

ク
 
柴田
（
飯
詰
）
 

二
塁
打
 
中
村2
本
・
野
宮
（
飯
詰
）
 

〇
個
人
貫
 

隈
優
秀
選
手
賞
 
藤
森
元
（飯
話
）
 

若
人

の
祭
典
 

夫

（
七和
）
 

△
砲
丸
投
、
①
福
土
衛
一
（七
和
）
m
 △
砲
丸
投
、
①
太
田
秀
子
（
参

門
）
 

日
 
幸
ノ
0
劣
ザ
 

『嚢
琴
鍾
（紫
“
「「
熱「
『
（
参
門）③福
士無
舞
鰐
子
毛和
）の
 

加
 

匡
1

に
」
ー
 
「
、

‘
ふ又

・
＆
ー
 

ニノ
 
）

③
斉藤
清光
（
七和
）
 

△
ス
エ
ー
デ
ンリ
レー
、①
」辱
、
2
△
四U
o米
リ
レー
・g

和
・ー
分
 

細
 
ョ

F
自
ブ

Z
ュ
泉
ノ
 

略
懸
餌
「
鷲

魂

縄
亀
川

鱗
魂
紗
操
か
恒祈
 

陸
上
、

相
撲
に

熱
戦
展
開
 

j

市
腎
委
員
会
主
催
に
ょ
る
、●
四
回

強
い
選
香

誓
が
あ
り
競
技
が
開
始
さ

者
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
て
い
る
・
 、
 
金
高

跳
、
①
野
呂
勝
四
郎

（梅
沢
）
 
△
一〇
〇
米
、
①
堀
内
ア
キ
子
（七
和
 
（
女子
）
①
梅
沢
、
①
七
和
、③
」
辱
 
反

に
 

だ
さ
い
・
 

四
【
五
所
川
原
市
青
年汰陰

編
朝
ま
で
れ
た
‘
 

競
技
の緒
果は
つぎ
のと
お
り6
 

l
M
？
、③
黛
昭
宏
（
梅
沢）③
堀
）
1
6和
、①
金谷
ノ
プ子
（
ヒ和
）
③
 
卓
 
球
 

ソ
？
 
一
 
な
お
学
校に
行
つ
 

鷲
醗

襲
纂

難
難
灘

舞
鯵
舞
い
漁難
鍔
鷺
難
紺
糾
い
か

《
難
二
に
灘
織
 

町
覧

瑠
舞
洩

詳

に
ぐ
r

？
げ
「
二
日『
の大
会
が終
っ叱
。
 
2
1秒4

、
俣
譜
次

（
梅沢
）
①対
努
（
飯
詰）
 

今
ツ
ェ
（
い
智
 

J
ー

く
か
刑
和
可

鱗
熱

議

歳

）
ノの
で
今回
の蕎
か
ら
除
きま
す
．
 

暗

「
沈
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